
エンブレム札幌清田管理組合 迎

エンブレム札幌清田A,B 棟
配管更生装置

"NMRパイプテクター＂ ① 
設置 3 年後内視鏡謂査報告書

梗茫0，）｛牛について下記の通り洞骰告紋i、天す，

記

く建物概要＞

建 物 名・エンプレム札幌漬日 AB 棟
建物所在地 A 棟：北海道札幌市沖田区消田 2 条 3 丁目 7 -27 

R 棟：北海道札幌市清田区清EB 2 条J T目 7 -26 

翌年数・ ~I 年

建物規模： A棟： 10 階建て 37 戸

設

1. 

笹

:B 棟：1.1 階建て 44 戸
日平成 30 年 1l 月 12 日

内視鏡詞査概要

乙 5 号証
令和 3 年JO月 18 日

曰本システム企回株式会社

本物件け薬後Jl 年が経過しているマンシコンで、共Jt:部の給水袋澤·には塩化ヒぐールライ

ニング餓管 (V f. p)を使用していさオ＂ この配怜0.)継手部に配で接合部(/)．文ジ山の断而が

露1...: -4 るため、その期待距用什数は 20 仕租であり、築年数からも何らかの赤錢防止対策が

必要な状態でした，

特にパルプ屁りの秘な悌肱金、悌同十が接合する敏手部でほ部分苗池が形成されるため．，Ji；

箔ll！塞及び赤鈷によるネジ止の朕落が急速に淮行します，，また．亦錆閉器は水汗の低下や配

竹雑：干部(1)ネジ山の腐乱·を促進させ、継手祁，がらの紺水といった記怜劣化の原町•引謬こ

・一、展終的にば部分的な配菅史既T平に限らす、仙物全体(J.)配秤更舒上平が必要;.:.なるのが

一般的です C

そこで、マ成；；0 年 3 月 23 S に A棟 103 乃笠汲．（Y: R 森 101"宅の岳水器給水配管｝．ーて内

視錢によるだ管緩千郎の赤禁閉蕊犬況シ甜I否致•一．まッた，本物＇牛夕）配窄緞手部における赤錆

朋如ま、以前の調究報苫芥写真からも解る通り敢大で 56.l％と大変進んでおり早期の対葉が

必要な状態で＇」た。

この様な状態の卜でア成 30 仔 11 月 12 H に絵水ポン7 ―．次梱IA 棟系絞給水配怜及び給7k

ボンプ次仰IB 棟系徐袷水配管に "NMR バイプテククー'’Pl‘- 7 5 L)Sの設置をそれぞ

れ行いマしたる

本調•丘は “N·VIRバイフ‘アクター'’a財世 3年後の経渦姐徐となり、内視筋！．ーよる写呉撮影

は以前の群ほを比較評価のため、可能な限り同一箇所、 In)一の条件の船．影を試み．そした＂



2. 覇査結果

今般、 “!\MR パ．．（プテククー'’設~3 年後の経浅娃径として、 A 柚 403 号奎呈水器給水

配をにて内視鏡調・丘を1了.-,た結果、配符殺子部にお：する赤結閃塞平ほ下表切吐頂りくしなり下し

4と

赤錆閉塞率改善一覧表

投君前 設四J年後 閉塞
調査薗所

(Il;J 0.03. :l;;) (R03. 10.12) I 改善

A棟 403 号室
fi2.0% 

1.4 
足7k器一次側給水配管 58.4% ポイント
第継手部手前側

上記結呉より当マンションにおいては '‘N.V1lくパイプテクター”(j)改i凶により配管中の赤

錆の辿行が 1卜ま・，；ていると .nl,かに、• N.Vi R バ、,(,7'テクター”の使用オr甜釈する中で亦治が

黒錆＾．ミ笞．庄され、赤銹閉棠が徐々に縮IIヽするというfが確認でさました＾

赤j令閉塞は経仕とともに拡｝心進行：一‘ていきます令呵かしらの防結の対策を打たない限；）、

決して茅塞が粗Ilヽするこ｝はあり士せん＂赤禁朗本が収縮し、r：： c いうことは．•＇NMIくパイ

プラクター”を設直したことで配笞中(/)赤妍腐食び；進行が leまり、虻管内の既存の赤鍔が体

栢 1/10 以下の＇．IJ鋲に遠；；されたという結．はと判断でき．缶i " 

※ ^NMR パイプアクター．，，，料は日は平成 30 年 II 月］2 '.J
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3. 調査結果詳細

内視鏡調査写真及び設置前及び設證後閉塞率改善一覧表

内視競謂査写点

A棟 403 号至呈水器

設世前
(H引0.03.23)

設迂 13 ヶ月後
<ROl. 12. 1 0) 

骰匹 a 年後

(!{03.10.12) 

閉棠率

53.4% 

53.0% 

52.0% 

I 設置前に比べ l.4 ポイント改善 I

※ ’'NMIくパイプラクター‘'はこ 9)度の内視鏡設立結果に見られるように死管維手節に

発生·ナる水溶性9.)亦＄行を不給性の黒錯t．三遠元する事により、赤3行(/)怜積を収棺 I. 、赤
幼閉塞を少しずつ改善•すると司時｝．ー配笠内継手部を！しば脅の強因な被絞で保護し、茫管

内全体を可I屯さピる禁満です。

※,不:Miしバイププクク・・’'設tl'.i. H は平成 30 仕 11 月 12 日

C
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4. 内視鏡調査概要

(1)貌査箇所

A柚 403 号奎蚤水器恰水配筈

(2) 飼査年月日

令和 3年 10 .H 12 日 （火）

(3) 穎査員

Bぷシステム企阿株式会社

(4) 罰査立会者

..!.‘／プレム丸L¢9．泊’J l管埋祖合

技術サービス部 紺野

理ヰ長 林様

(5) 課査方法

各：；；マイント部を外し、給水u ．こり内柑鏡ふ涌人し内部状況を嘩翠

(6) 使用機材

内視錐：ィiンベス吐製 (r F 6 C.5XI -2 0) 

ー染月,l rノハー．入コープ 2.0 m(u'L視レンズにて撮影）
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(7) 閉塞率冥出方法

♦内視錢写宮(/)配管継手部庶 u苦砿涌ボ砕プブーメクーで涙l定i,、配怜断旬~f:O.)比土r

より [11塞平をtfi貸・一士す v

くブラニメーター祗要＞

●ブラ←つメーターレほ器Ji'i!:用製図殺器の名称で，測定IZI形の庭襟シ検出し瞬走(,'[面朽，線！·"

を測定し（デジタルよ示する革新的な図形i庶定器です，用涼としては測盪図口の道路や敷

地等〇：求祐（ヤ染（面積測定）に使用され点·ゎ

タマヤ計測システム株式会社
製品名 PLAN!X IOS 

写頁枠

継手杵

間口部と亦消(/)境目

• 9'‘、9‘‘‘
·‘‘ヽ
9‘‘ヽ

’` :’\ , 
‘、,、
：ヽヽ｀
..、‘、,.` •‘_, 

写哀部グ）トレーメンンズで

ド記赤点線節生、卜！ハースi、て、 m

:n 2 単符．9．弔Hu部而積を

毎出します＾

内i呉綬写哀卜：こて配怜·維千名l10)キ径およびIJIJい部を測定J・セ丸

その後、写哀認凜手部の大ささと甜1森筒茄こおいて）際に仙用されている配怜•内径（；呼

び1釜） との；i済迄求め、実森0)配笠径に梵する閤し部向和た求積しまず，

配怜断面積に配管呼び径より算1,l i 1 、、以'T, （大一 l) によ・-,て 1閉塞"i''を位出しさすV

閉寒率（％） (1-
|}i 1 口蔀面栢（四勺

配怜断面積 (mm2)

ヽ
｀
ー
、
* 1 CJ 0 (%) (A —l) 
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5. 調査結果詳細

●現場撮影 (A 棟 403 号室量水器給水配管）` 
:\’\ , 

f9-. ̀

 、
.
9

£
蔦
5
.
”,̀

. 

ー

戸

i j 9 

祐二戸てで、｀

l i [ 
疇℃‘’'全

』-• • ; 

A棟 403 号室

コ月128 火）1

量水器給水配管

写瓦矢印部より内視摂を挿入

匠
ンフッム札咲清

配管内内視鏡訣
棟4m

ロ[l

一臼歪門＿」

●内視鏡撮影

・魂査匿所： A 棟 ~03 毎室五水器一次側給水記管より
・管 積： VLP

水流の方向

e
 内tP．点ft．9シ挿人

I> 

A 棟 408 号室量水器一次倒給水配管第一継手部手前側では、赤錆により配管内は 53.1%
閉塞していましたが、設置 3 年後の今回謂査を行った結果、赤銅表面から体積が 10 分の 1
以下の黒錆に還元された事により、閉塞率は 52.0％へ 1.4 ポイント減少したことが確認で
きました。

6
 



●内視鍍撮影写真 (A 棟 403 号室量水器一次側給水配管）

平成 30 年 3 月 23 日

設臨前

(i)第一楼手部手前倒

配怜継千部i.”亦沖の形成が見られ、．酋ぷ管内
は． 53.4％閉寒していました。

※閉塞率~I 岱は次uiこよろ』

令和 3 年 10 月 12 日

設迂 3 年後

赤鉗の＇．I，！鉗化への還元体積収縮反応に，t
り、閉宝平ほii2.0％と殺世粒とり 1.4 ポイ
ント汲少 1 、ました。

※|!!l塩率社算は次頁による。

設置 3 年後閉塞改善 1.4 杢イ＿ント

令和元年 12 月 10 日

設笹 13 ヶ月後

赤脩(j)!.I.\箔｛ヒヘの還元体栢収縮反芯：こ」、
り、 l~J塞字は 5-3 .0% と 0.4ボノント減少し
ました，

※閉寒半計第は次頁i．つ；；・0。

今般の苫任時i，ーに設四 13 ク•月後に確認

しました、赤欠印部分のシ・・ル•ラー・プは確

認でよ点・こんでし、と。

仮に赤矢印部分が赤＄かであ •9た垢合、一部
分(/)みが急に増加し、その後一郎分のみ減
少するということは物究的に起、ヤらないf.^

め、赤欠印部は西ぷ苔を接合ずる際にり消す
るシールテープがにり出たも(1)と名えま
吋、



•A 棟 403 号室量水器一次側給水配管
第一継手部手前側、（設置前）

僅位 nnn?.)

開口部面積 = 6182 
配笠断面積（13A) = 132.67 
閉裳率＝（ 1-開口部面括／笞新面桔）

X 100 

'-:53.40 

閉塞平 53.4% 

•A 棟 403 号室量水器一次側給水配管
第一継手部手前側（設置 13~こ月後立一

（単｛、9！ mm勺

開口部面穣 ＝6公．41

記管断面積(laA) =l;J'l.(;7 

閉塞率＝ ( 1 -間口部面稼／笠断面積）
X IO 0 

=52.95 

閉塞率豆庄但色

•A棟 403 号室量水器一次側給水配管
第一継手部手前側（設置 3 年後）

（単{,';'mm2)

開口部面稜 = 63.74 
配笠断面猪（ l；；/\) = 1::12.67 
閉寒率＝（ 1 ー開口部面積／笞浙面楼）

X 1 00  

=51.95 

閉 52.0%
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6. 考察

今般'‘」 Ml~バイププクダ ”設沢 3 年経過後9)濁歪として、 A 棟 403 労主の址IX器劣；水

だ管において説査を行った結，1KA棟 403 号宰丑水器一次側給水配管第維手部手前側では

赤績閉寒半力~5~3~繹から 52.0％へ 1 ．4 ポイント、亦錆(/)焦錆化による体栢収縮により赤錆

閉塞率が縮小改善したことが確路できました＾

本羽査の結果、 “NMI｛パイプテクター'’により配管内部の赤錆腐食の進行は停止してお

り、リ！箔化が進行するにつれて赤錆閉塞が収縮していることによ＿り、黒錆による強固な不動

され給水配秤内部が保誇されていることが確認で含ました＾

この事から “NNIRバイプテクター”設溢配管は、 •NX1R パ••（プテクター'’#i屯用し絵•

iするI" loJ時に適子な水の使用シ糀綜梵に行うことi.―より、以後外部席食や水り）快用が少ない

異稲金屎接合維を除さ、理論的9:.. 40 年以上は9呆返され、地笛あるいは水lェiこ；、そ：異常な}J

が働かない限り配音のメンテナン，9、i:t1、安｝•なり．もに

今後、経午とともに更i.‘黒姑化が進み配管内訊9)赤姥l9J家は徐々に閑ビ‘，ていき、史に良

クiな状節にな·')ていきます2 また、水の使jil且が大さく効的こ反映マるため今後より多く水

シ使用する市で更たる改丹•が朔待でぎます．

, 



7 設置状況の確認

今般、 '‘N.VIR パイプ7-.IJ•ター”該凶3iF.後の内t見短式査を行・・ぅ K J,,もに、給水ポンプニ

次俳l．胡棟系統給水配，怜l文（ド給水ポンプニ次湘IB棟系統袷水配管に設四され，マ：いる“ヽMR パ

イプ・ナクク・,, 0.)設笛状況0)確認を行いました＾

給水ポンプニ次側
A棟系統給水配管

①設置箇所写真

写真一部が設置箇所

②設四状況

設證状況の確認を行った結果、

ラッキング材に凹み等はなく

骰置時の状況が保たれていました。

。
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給水ポンプニ次側

B 棟系統給水配管

: ①設置箇所写真
写真→部が設世箇所

②設薩状況

骰匿状況の確認を行った結果、

ラッキング材に凹み等はなく

設近時の状況が保たれていました。


